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はじめ:こ

利尻島は国内最北端の離島として多くの生物

学者の興味をそそる場所である。しかし、これ

までにキノコ類の調査はそれほど行われておら

ず、筆者らが手に入れることができた文献は日

北俊幸(1968)のみであった。島民は秋になれば

キノコ採りを楽しむようであるが、食用になら

ないキノコにはもちろん目がいかない。そこで、

我々は1995年秋より調査を開始し、 4月 から10

月まで毎月島内を探索した。以下のリストはそ

れらをまとめたものであり、49科129属210種を

記録することが出来た。同定にはできるかぎり

胞子の検鏡を行ったが、困難なものも多かった。

まだまだこの島には未同定種や未記録種がある

ため、今後も調査を続ける予定である。少しで

もこのリストが利尻島のキノコフロラの解明に

役立てば幸いに思う。

本調査のきっかけをいただいた4ヽ沢晴司さん

(環境庁)、 いつもご指導いただいている五十

嵐恒夫先生 (北海道大学名誉教授)、 また同定

などの便宜を図ってくださった長沢栄史先生、

前川二太郎先生 ((財 )日 本きのこセンター・菌

章研究所)、 服部力先生 (農水省森林総合研究

所)、 細矢剛先生 (三共(株)筑波研究所)、 その

他、標本や情報をいろいろと提供いただいた利

尻島の多くの方々に深く感謝の意を表したい。

なお、1997年の調査では、利尻島調査研究事

業の助成制度を活用したことを申し添えておく。

凡例
。科名の配列は今関 。本郷(1987,1989)に主に

従い、種の配列は属名のアルファベット願と

した。
。和名、学名は主に今関 。本郷(1987,1989)に

従ったが、それ以外のものは末尾肩に文献番

号をつけた。

・標本類は利尻町立博物館(RTMFU)と 佐藤清

吉(SSの がそれぞれ保管する。

利尻島産キノコロ録

ヒラタケ科

イタチナミハタケ

ルガ」″′′
“
s″ 夕ゞ関 (Fr.)Kuhn.

RTMFU165;夏～秋。オヒョウ、 トドマツ
朽木に単生～束生する。扇形oカ サが細 くなっ

て木につく。かむと非常に辛い。

ナミハタケ

婉 刻s adほど緊  (Alb&Schwein.:Fr.)Fr.

RTrU17,29,41,203;エ ゾマツ朽樹上。
春。 トウヒ属の腐朽の進んだ切株に雪の中で
成長 している。かむと苦い。ナラタケに似て
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ヽヽ る。

ウスヒラタケ

PJ‐●JA′ゴ潔別所
“
(Fr.)Qu61.

RTMFU80,113,186;春～秋。広葉樹朽木、

枯木に単生～群生する。上等な食用菌。

ヌメリガサ科

ミズゴケノハナ

=,g″
り膨 m爾¨ た (P,D.Orton)Moser

RTMFU225;夏～秋。林内コケ上に単生す

る。小形。

アカヤマタケ

均 ¨ 麟 Ca(StOp.:Fr.)Kunlmer

RTMFU326;秋。広葉樹林内地上に散生す

る。カサ、柄ともに赤褐色で三角形のキノヨ。

ワカクサタケ

均
"り
¨ ″′面 ″ (Schaer.:FD WinsChe

RTMFU324;夏～秋。林内、草地に散生す

る小形の菌。草色のカサは老成すると黄色に

なる。強い粘性がある。

キミズゴケノハナ

… …

  (Fr.:Fr.)Karst.f.2欧 綽 "
(HOngo)

RTMFU35;夏。ふかふかなミズゴケの中に

すっくと立っているキノコは美 しい。

ウスアカヒダタケ

均 rル い Car●●tyr」6 Karst.
RTMFU344;秋。 クロシメジと言われてい

るが、ヒダは薄いピンク色。美 しいキノコ。

ヤギタケ

夏燿η麟
“
%″り物″
`6(Alb.&。

Schw.:Fr.)

Dumee

RTMFU143;秋。針葉樹林 (ト ドマツ林に

多い)の外縁にウスアカヒダタケと共に群生

する。美味 しい。

フキサクラシメジ

IIryg/.pbr“続 燃 cFr_)Fr.

RTMFU390;島の人はアカポンチ ョ、マツ

キノコと言って食べているが、松脂の匂いが

する。

サクラシメジモ ドキ

均

『

οルαお ¨
“
例6(Alb.お chw.:Fr.)

Fr.

晋・佐藤雅彦

RTMFU333;秋。針葉樹林地上。桜色で中

形のキノコ。食べられるが多くない。

キシメジ科

ヤヮナラタケ
4

2物′
`″

α酎

““
Marxlniler&Romagnesi4

RTMFU319;夏～秋。切株・腐朽木上など

の林内地上に単生～群生する。肉薄く、柄も

細い。

ツパナラタケ
4

筋 〃″ α

“

rqμ (Romagnesi)He亘nk`

RTMFU313;秋。奥手のポリポリと言われ

ていたが、五十嵐先生が培養菌糸の交配試験

によって同定されたナラタケ
『
種のうちの一

種。食用。

ホテイナラタケ
4

ルガ′
`″
α Jptap7a ttru“ &Dessureault`

RTMFU304,318;夏～秋。切株 。腐朽木上

などの林内地上に単生～群生する。肉がしっ

かりし根元が太くなる。食用。

アミヒダタケ

ca″ rraヵ働昭ヵ
“
bだゴ(Mont.)Sing.

RTMFU78,243;ク マイザサ、チシマザサ

の枯れた停に単生する。自く、こわれやすい。

ヒダは網 目状でカサの上から見える。

モミタケ

∽ ル′̈ 赫 ω吻  (Peck)Sing

RTMFU359,387;初秋～秋。 トドマツ、エ

ゾマツ林地上に単生～群生する。淡灰色で大

形。美味 しいキノロ。

ホテイシメジ

α″
`り
虎 Ci薇

"S(Pers.:Fr.)KummerRTMFU139;初秋にカラマツ林地上に散生

する。美味 しいキノコだが、肝臓が弱ると中

毒する。

カヤタケ

CI"∝力′ゴら

"(Pers.:Fr.)KummerRTMFU259,293;林内地上の落葉上に単生

～群生する。傘はロー ト形。帯赤褐色～肌色。

ヒダは垂生 し、密でクリーム色。柄は 3～ 5

×0.4～0,8cmで肌色、中実。食用。

カプベニチヤ

の′妙所αα″測″α (Fr.)Ku― er
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RTl旺「U145;比較的針葉樹の多い林地上に

単生ん群生する。明茶褐色6肉薄 く、ヒダは

密、白色、上生。柄は白く、上下同大、根元

に白い綿毛をつけ中空。食用。

モリノカレパタケ

∽ :=力α¨ ″ぼα (Buu.:Fr.)KumIIler

RTMFU264;夏 ～秋。林内の落葉を分解 し
て くれる小形菌。菌輪を作ることもある。歯

切れのよいキノロ。

ニカワアナタケ

助 ′αttα ガ″
“
Kobay.

RTMFU87,238;夏。ササの憚に単生～群
生する。ゼラチン質で淡灰色。孔壁の厚い筒

孔がある。

エノキタケ

Π
"づ
濯2 2Jrirs(cun.:Fr.)Sing.

RTMFU2,15;市 販されているものとはイ
メージが違 う。黄色～暗茶褐色。柄は白いが

根元から次第に黒 くなってくると繊維が強 く

なり、カサだけ取れることが多い。 9月 から

来年春まで広葉樹に東生するが、特にヤナギ

の立木の腐食部分に出るので、河原のヤナギ

を廻ると雪の降るまで採れる。

シラウメタケモ ドキ

物 J,π

"α

珈″ &=,caraIIα (Peck)Sing.

RTMFU257;秋。針葉樹の落葉または落枝
に小形で白色のかわいいキノコが出る。

ヒメムキタケ

ー

ル′ゴα
“
0閣ウb"″rs(G Meyer:Fr.)Sing.

RTMFU271;夏。広葉樹倒木に群生 し、半
円形～扇形。不食。

シロタモギタケ

乃 ″ よぃ 〃商 お (Bull.:Fr.)Redhead

RTMFU162;秋。オヒョウ枯枝によく見ら
れ、肉厚く美味しいキノコ。高いところに付

くのでなかなか採れない。

ウラムラサキ

¨ ω″た府
“
(Bull.)Murr.

RTMFU394;キ ノコは小形で全体紫色。日
光に当たると自っぼくなり、老成すると中央

がへこむ。食用だがおいしくない。

キツネタケ

…
α′面 α (SCOp:Fr.)Berk.&Br.

RTMFU168;7～ 9月 に林内地上に散生す
る小型のキノヨ。オレンジ褐色～帯赤褐色だ

がヽ乾くと白っぼくなる。柄はカサと同色。

直生で中空。

ヒメキツネタケ

I′ca"ヴα′aa%″αf. ″
“
滋  Imai

Rコ旺「U83;夏。キツネタケに似るが小形の

キ ノコ。

ムラサキ シメジ

レメロα溜滋 (Bull.:Fr.)Cooke

RTMFU343;晩秋。紫色のゴルフボールの
ように丸いツポミがいつの間にかカサを開い

て菌輪をえがく。菌輪は毎年広がる美味しい

キノコだ。

ムレオオイチヨウタケ

ル潔″2百〃溶 平

"物

膚
"ぼ
JS Sing.&A.H.Smith

RTNIIFU229;夏。広葉樹林地上にオオイチョ

ウタケと同様カサの一部に引きつった溝がで

きる。カサ、ヒダ、柄ともに淡黄色で大形の

キ ノコ。

ハ タケシメジ

“

たノ′協に″″Sres(Fr.:Fr.)Sing.

RTMFU167,231,276;夏 ～秋。木 。枯草
などが土中に埋 もれた道端、園地、宅地など

に東生、群生する。中形の優秀な虫の食わな

い食用菌。

アシグロホウライタケ

“

レ鶴〃Jグ′お 減鱗 0́(SChw.)Sing.

RThIFU160,345;秋 。ハ リギリの落ちた葉

柄に3～10mm位の真白いパラツル形でつく。

根元が黒いので、この名がある。

ミヤマオチパタケ

Mα″s″′ぉ ιο滋″′漆 (Alb.&Schw.:Fr.)
Cooke&Quel.
R御唖IU128,330;秋 。黒 くスマー トな柄に

ツヤのあるオレンジ褐色のカサは上品で見て

いても楽 しい。

オオホウライタケ

ル死″ク9%,,6"瞼 %“″
"S HOng。

Rη″ U79,239;ト ドマツ林内地上。落ち

葉を分解するキノコで、落ち葉に菌糸を伸ば

し、落ち葉をよけるとフェル トを敷いたよう

になっている。カサの上からヒダがわかる。
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群生。

シパフタケ

拗 紹 ガ お 確 潤 ′S(Bolt.:Fr.)Fr.

RTMFU40;春～秋
`草
地や芝生に散生～群

生する。小形。食用にするほど多く採れない。

コザラミノシメジ

レ Jω′裂η″ ″′
“
 (Pe薦 .:Fr.)Murr.

RTLIFU175;春～秋。カサ、柄ともに灰褐

色から暗褐色。中形。ヒグは白色で密。見分

けづらい食用キノロ。

ベニカノアシタケ

M燿留
“
″α (SChaef.:Fr.)Kunlllner.:。

Rn唖R■72;夏～秋。針葉樹林地上に散生

する。見て楽しむキノコだ。

アクニオイタケ

ν7“口αrca′′%α (Fr.:Fr.)Kummer.

RTMFU212:針葉樹林内に散生～群生する
が、食用的価値はない。

クヌギタケ

―
酵″酬ごα (SCOp.:Fr.)S.F.Gray

RTMFU227;春～秋、広葉樹朽木上に東生
～群生する。三角形に中央が突出する。食べ

られるというが食欲のわかないキノコだ。

チシオタケ

““

吻
“
¨ οttα (Pers.:Fr.)Kummer

RTMFU311;夏～秋。広葉樹切株や倒木、
朽木上に出る小形菌。傷つくと赤い液がにじ

み出る。

サクラタケ

い ,断α(Pers.:Fr.)Kulnmer

RTMFUl15;夏～秋。針葉樹林地上の落葉

べニテングダケ

間に多く見られる。ほんのりとした桜色。今

は毒となっているが少量だと何でもない。

ヒロヒダタケ

ー

′Jra〃″脚 α(Pers.:Fr.)Moser

in Gallns

RTMFU101,278;夏～秋。広葉樹倒木に単

生～東生する。カサの割にヒダの幅が広い。

毒となっている本もあるが、私は食べている。

多 く食べない方がよい。

ツエタケ

Od赫 グ′α紹′面。 (Relhan:Fr.)Sing:

RTMFU74,295;夏～秋。針葉樹、広葉樹
の埋 もれ木より単生する。少 ししか採れない

が美味。

マツカサキノコ

Skガ′″ぉ ¢9″ね  (Wulf.:Fr.)Sing。

RTMFU33,38;早 春
`ト
ウヒ属 (エゾマィ、

アカエゾマツ等)の埋れた球果から雪の下で

成長 している美味 しいキノコ。

キシメジ

TacOorama′商 ,o鰺 (Pers.:Fr.)Lund.

R¶MR"42;9月 下旬に広葉樹林の地上に
出る。全体が黄色丸山形で、ヒダは密で隔生。

柄は根元が淡黄色で中空。

シモフリシメジ

π
"“
α′滅 ″中  (Fr.)Q“ 1.

RTMFU374;秋遅 く針広混交林地上に出る.

美味しいキノコ。生の時はもろいがゆでると

歯切れが良くなる。

ミネシメジ

筋 磁ρJ“″ 餡夕激η%“ (Fr.)Kummer

ハタケシメジ
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RThIFU337,349;秋 。針広混交林地上に散

生する。食用だが、おすすめ品ではない。

アイシメジ

ηだ商〆
"惚
彰滋
“
″ (Sow.:Fr.)Q“ l.

RTMFU397;カ サは淡黄色の地に中央から

暗黒褐色が放射状に広がり、中央突出してい

る。中形。食用だが少し苦味あり。広葉樹 。

針葉樹の混交林に散生する。

クマシメジ

笏

“

ヴω″ ra髪物
“
(schaeff.:Fr.)Kummer

RTMFU335;針葉樹林地上に単生～散生す
る。カサは中形で暗灰褐色。薄い髪の毛を濡

らして櫛引いたような繊維状ささくれをつけ

る。柄は白から灰色、中実。

クダアカゲシメジ

a働り′
““
っ
“
α″″ (Pers.:Fr.)Kummer

RTMFU395;秋 に針葉樹林地上に散生～群
生。赤褐色の地に繊維状のささくれを密につ

ける。柄 もカサと同色中空。苦い。

ネズミシメジ

ηだυガο脇″
“
″ 協
“
 (Fr.:Fr.)Kumlner

RTMFU388;秋。針葉樹林内地上に散生す
る。中央がとがって突出する。おいしくない

キノコ。

キサマツモ ドキ

acЙが切 ″ sd¢ε
“
α (Fr.)Sing.

R口ぼ U370;針 葉樹林朽木上に単生～群生

する。黄色の地に褐色の小さなささくれをつ

ける。 ヒダ密。直生で黄褐色。柄 も同色で中

実。食用。

サマツモ ドキ

7"υがο″
",●
s"薦ザ7-  (Schaeff.:Fr.)Sing.

RTMFUl19;夏～秋。針葉樹の切株や倒木
状に単生～東生する。黄色の地に赤褐色の鱗

片を付け中央では密生するので赤黒 く見える。

柄 も同じ。中毒の例 もある。

ヒメカバイロタケ

´
―

」滋
“
名″″JJa(Batsch:Fr.)Malre

RTMFU32,219;針 葉樹朽木上に群生する。
不食。

テングタケ科

タマゴタケ

A″α″′α力′″めαタカa(Berk.&Br.)Sacc.
subsp.滋″づ滋ル

RTItt「U314;最 初 タマゴタケを食べるのに

大変度胸がいった。今では教えないほうがよ

かったと思 うほどおいしいキノコ。

ベニテングタケ

Иレ%ガrα ,燿ぃa″認 (L.:Fr.)Pers.

R[hFU22,322;夏 ～秋。誰がみても毒キ
ノロとわかるおとぎ話に出て くるキノコ。利

尻島では少ないようだ。

ガンタケ

Attrα πレ螂 Pers.:Fr.

RTMFUl18;毒 キノコのテングタケに似て
いるが、カサ、柄に赤味があるので見分けは

つくがお勧めしない。

ツルタケ

ッ物 滋 疇

"″
α (Bu■ .:Fr.)Ⅵtt.var.vaginata

RTM『U305,312,354;ツ ′くがないことか

ら、ツルタケという。多 く出るキノヨでない

ので、お勧めしない。

ウラベニガサ科

ウラベニガサ (シ カタケ)

月″餡 ″だゆ 〃ハ (BatSCh)Fayod

RTlttPU124;灰色～灰褐色中形のキノコ。

初夏から秋まで腐木上にでる。食用

クサミノシカタケ

Pr麟%s″′́sαお (Fr.)Cill.
RTMFU247;シ カタケと同 じで白っぽい。
ニワトコの臭いがする。食用。

ハラタケ科

ウスキモリノカサ

4gガa“ αレz″Jι″肱S Peck

RTMFU279;夏～秋。広葉樹林や混交林内
地 卜に生える白っぼいキノコ。中央淡黄色で、

中～大形で単生～散生する。食。
―
シロオオハラタケ

4多″
`お
ι力%JS Schaer.:Fr.

R「恥FU150,283;夏～秋。針、広混交林内
地上に散生する。中～大形で成菌になるとヒ
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ダが黒 くなる。食。

ハラタケ

懃 aS“燿 ガSL.:Fr.
RTMFU373;夏～秋。草地、芝生上にゴル
フボールのように出て翌日には開いてしまう。

食用。成菌になるとヒダが黒 くなってくる。

ナカグロモリノカサ

ム♂西
“
S″復″
“
鍋
“
Иおお Freeman

RTl画'U272;夏～秋。シ
ロオオハラタケと

同じく、カサの中央が黒 くなる。有毒。

コキララタケ

の″磨 面 ぃ (Desm.:Fr.)Fr.

RTNIFU49;春 ～秋。広葉樹倒木や落枝など

に群生する。

ワタカラカサタケ

ン″磁 ″

""鷹
α(Bull.:Fr.)K― mer

RTMFU122,306;夏～秋。針、広混交林内
地上に散生する。カサ、柄には綿くずがつい

ている。

マル ミノヒガサタケ

ー "燃
ψ ゴル Sい HOng9

RTMFU82;夏～秋。広葉樹林腐植土や朽木
上に単生する。

コガネタケ

乃〃グ山
“
α(ntt.:Fr.)Maire

RTMFU176;秋。名前のとおり黄金色。カ
サを捨てて柄の皮をむいて食べると美味しい。

群生する。

ヒトヨタケ科

ヒトヨタケ

の″摩 商閉〃″お (Bull.:Fr.)Fr.

R〔恥

『

U131,362;春 ～秋。広葉樹朽木、埋

もれ木に群生～束生する。上川町層雲峡の消

防車車庫では入口のコンクリートを破壊して

束生したことがある。幼菌は食用だが、酒を

飲む人は要注意。

イヌセンボンタケ

の″慶 _″Wガ囮嬌 (Pes.:Fr.)S.F.Gray
RTMFU213;夏～秋。枯木の根株等に群生
しているのを見ると食べることより美しさに

みとれる。

ヒメヒトヨタケ         
´

の

"“
ル J′ Q“1.

RTMFU356;春～秋。朽木、枯草の湿った
惇などに散生する。カサ、柄共に自毛に覆わ

れる。

ネナガノヒトヨタケ

の ,だ
“
″′″お (Bolt.:Fr.)Pers.

RTMFU51;春～秋。稲 ワラ、畳、馬ふんな
どに単生～群生する。幼菌は食用だが、カサ

が開かないうちがよい。

イタチタケ

Pジレ 〃α鰤 ″ ′j幽2(Fr.:Fr.)Maire

RTMFU58,265;初 夏～秋。広葉樹朽木上
やその周辺に群生する。食用となっているが

食欲がわかない。

ムササビタケ

¨ ′
`α

″″び昴ガS(Bdl.;Fr.)P.D.Orton

シロオオハラタケ ハナガサタケ
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RTMFU336;夏～秋。茶褐色丸山形。広葉   ウスムラサキアセタケ
樹朽木上に群生する。カサ周辺部が黒く縁取   れκJ虎 多的 l′α var.′批″″ (Fr.)Karst.

られる。食用。                  RTNIFU317;シ ロトマヤタケと似ているが、

色が薄紫色である。毒。

オキナタケ科

ツパナシフミゾキタケ                     ィッポンシメジ科

4gaッシル所
“
a%Hongo            タマウラベニタケ

RTMFU70;カ サ径44× 4.5cm。 淡灰茶褐   動爛9″りJ′πS α勘鷲必 (Berk.&Curt.)Sing.
色。乾くとひび割れる。柄4.5× 0.4cm。 ヒ    RTMFU294;ヒ ダは肌色でキノコの周りに
ダは灰色から黒褐色になる。直生でツバはな    白い玉があるのですぐ分かる。白い玉はナラ
く、中実。                    タケの菌糸につかれてキノコになれないと言

われている。食用。

モエギタケ科          ウラベニホテイシメジ

アカツムタケ                   nkdげ たノ′餐 諮 絆ゞS(Imaz.&Toki)Imaz.
ル●Jidα ″

“
曜口″,η (Fr.)Sing.              &Hongo

RTMFU286;夏～秋。腐朽の進んだ針葉樹    RThIFU282;ク サウラベニタケと似ている
に単生～束生する。小形。不食。         ので、食べない方がいい。

ヌメリスギタケモ ドキ              キイポヵサタケ

P″Jοね α所
“
′″ (Batsch:Fr.)Kummer     ル翻ο″ノ燃 笏昴"J(Berk.&Curt.)Sing.

RTNIFU163;春～秋。主にヤナギの朽木上    RTItt「U100;カ サが黄色で、三角形。真ん
に単生～束生する。一般的にヤナギタケと言っ    中に小さな突起があり、自色 。赤色もあるが、
て食べている。                 どれも食べられない。

ハナガサタケ                  クサウラベニタケ

ルタJοノα′

“

2滋漆 (Fr)Kummer        ttO″ ヴ′お 物翻の〆づお (Fr、 )Quel.
RTMFU287;夏～秋。 トドマツ、エゾマツ    RTMFU172;中 毒例の多いキノコ。カサは
等の朽木上に東生する。鮮黄色のキノコ食用。    灰色、ヒダは肌色。柄は白く中空。秋に広葉
キサケツパタケ                  樹林内、地上に散生～群生する。

Sη″
"ザ
αz″¨ ″α f・ ′″′α Hono

RЪttU54;夏～秋。カサは黄褐色でツパが           ヒダハタケ科

比較的厚 く3～4に さけている。食。       ムクゲヒダハタケ
7

さふ J」zs sp.7

フウセンタケ科           RTNIFU92;夏
～
秋。 ヒダハタケに似るが、

シロトマヤタケ                  カサの周辺が毛に覆われる。

I面レ″″ ″ρ″ヴJa(So■.:Fr.)Kummer
RTNIFU170,230;夏 ～秋。針葉樹林内地上          オウギタケ科

に散生する。白い小形のキノコで、中央が突   キオウギタケ
出している。毒。                 

―
″ぉ %″働′″お (Scop.)Fr.

オオキヌハダ トマヤタケ              RThIIFU147;カ ラマツ林内地上に単生する。

た 力′鰤 ■oた (Schae任 .)Qu61.        灰白色～淡褐色。成菌になるとカサに黒い染

R劉旺ru255,31o,263;夏 ～秋。混交樹林    みができる。柄は白いが根元が黄色い。食用。
内地上に単生する。茶褐色で中央突出してい

る。毒。

17
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オニイグチ科

ォニイグチ

S拗所′
"S(歯

所′
““
(Scop.:Fr.)Berk.

RTMFU261;カ サは中形で 4～ 10cm。 半球

状から開いても平らにならない。暗褐色から

黒褐色で大きなささくれをつけている。黒い

ラクヨウといった感じ。ミズナラや松の交じっ

た林内地上に単生。食用。

イグチ科

アシベニイグチ
7

別 燃 ″ い Pes.:Fr.7

RTMFU328;カ サ 。菅孔は帯黄茶褐色で柄
は赤い。味は苦いので食べられない。針葉樹、

広葉樹林内地上。

ヤマ ドリタケモ ドキ

測 ″ド滋 ″血 Schaer.

RThIFU164;ヤ マ ドリタケと同様においし

い。アメリカでは日本人のマツタケみたいに

好まれていると言う。食用.

コショウイグチ

charrip_′´ 燃  (Bull.:Frt)
RTMFU90,140;ト ドマツ林内地上にてる
が、多くはない。かじってみると非常にから

く、根元が黄色であることが特徴。一度かじ

ると食べる気にはならない。乾燥粉末にして

コショウ代 りにならないだろうか。

ヤマイグチ

笏
""―

   (Bt・l・ :Fr.)S.F.Gray

RコぼR刃1;夏から秋にかけてダケカンパ類

の林内地上に単生するが多くはない。柄はしっ

かりしているので茄でて冷や して刺身にする

と贅沢な高級料理になる。

チチアワタケ

S″〃ぉ

『
“
西″
“
(L.:Fr.)0.Kuntze

RTMFU142;ハ ナイグチ (ラ クヨウキノコ)
より5～10日遅れて出て くる。二葉の松林内

の地上に群生することがある。食用。

ハナイグチ

SailJ‐ 師 llグ (Klotz.)Sing.

RTMFU144;ラ クヨウとも呼ばれる。カラ
マツ (落葉松)林間地上にでるが、木が太 く

なると出が悪 くなる。最近では採る人が多く

なったので、めったに採れないがおいしいキ

ノコ。

ヌメリイグチ'

Szi17‐ Jfa“ (L.:Fr.)S.F.Gray 7

RTMFU382;ス トロープマツ等の樹下に単

生～群生する。中形。乾 くとぬめらないが、

湿時はぬめる。食。

クロニガイグチ

乃″οヴ′
“
ガ

『

9'″″″お (Comer)Hongo
RTMFU329;名 前の通 り黒 くてにがいので

食用にはならない。

ベニタケ科

アカハツ         ‐

ル″所
“
¨ y Tanaka

RTMFU339,lη ;夏～秋。針葉樹林内地上

に散生～群生する。中形で淡橙、 赤褐色の

カサに青緑色のしみがある。食用。

ヒロハシデチチタケ

ー

α鰯 ′′滅κ Fr.f.″錫 〃′な HOngo

Rη

『

U341;広 葉樹林内落葉上に単生～散

生する。 くすんだ色の環紋がある。

アシボソチチタケ

ゑJり物6♂ロゴづs Hongo

RTMFU396;秋。広葉樹林内落葉上に単生
する。カサの周辺部に細毛のフリルがある。

アカモ ミタケ

妨 お ね″″″
“
(hai)hmaki

RTMFUl16,169,292;夏 ～秋。針葉樹林

内地上に散生～群生する。中形でヒダにふれ

るとヒダと同色の乳液がでる。ダンがでて美

味 しい。

クロチチタケ

r″″

“
ぉ 健例耐ぉ Fr.

RTMFU391;夏～秋。針葉樹林内に散生す
る。名前のごとく黒 くヒダがクリーム色で乳

液がでる。

ツチカプリ

ル″所餐 ″
…

   (SCOp:Fr.)S.F.Gray

RTMFU321;夏～秋。混交林地上に単生～

散生する。カサはロート状で自くヒダは密で

ある。この手L液も辛い。
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シロカラハツタケ

r″″″ぉ ′蔽
“
郭  (Schaeff.:Fr.)S.F.Cray

SSp."虎―  (Fr.)Konr.&MauЫ .

RTMFU392;夏～秋。カンパタケ属の林内
地上に散生する。辛味が強 くて不食。

チチタケ

婉 ″
“
tDJぃ (Fr.)Fr.

Rnぼ U123,375;夏 ～秋。広葉樹林内落葉
上に単生する。赤褐色でロー ト状になる。傷

つけると白い乳液がでる。食用。

クサイロハツ

Rtty″
“
物ぼ解 Lindbl.apud Fr.

Rη

『

U94,270,327;夏～秋。ダケカンパ

林でよく散見する。名前のとおり緑色をして

いる。食用。

ニシキタケ

脚 α αttκ″α (With.)Fr.

RTMR■ 09;夏～秋。マツ林に単生する。
鮮黄色の地に赤い色をかけた様に赤い。食。

カワリハツ

燃 釧α物 珀
"ヴ
勉 (Schaeff.)Fr.

Rη

『

U76;夏～秋。中形で混交林地上に散
生する。色の変化が大きく同定は難しい。食。

クロハツモ ドキ

脚 αJ"虚″ J・ (Secr.)Gin.

RMU93,251,347;夏 ～秋。毒キノコ。
ニセクロハツに似ているので食べない方がよ

い。傷つくと赤変後、黒変はしない。ニセク

ロハツは猛毒なので間違 うといけないので食

べないこと。

ドクベニタケ

ルM″ ′潔 ″
“
(SchaefF.:Fr.)S.F.Gray

КnttU95;夏～秋。混交林地上に散生する。
ベニタケ属は形がよく似ているので同定が難

しい。

ニオイコベニタケ

Iンsy″α ″ a′ Peck

RTMFU258;夏～秋。マツ林より広葉樹林
内地上に散生する。カサは桃色～赤褐色。柄

も少 し赤 くなる。

オキナクサハツ

燃 鰍″α tts lmai
RTMFU351;夏～秋。広葉樹林内落葉上に

単生する。カサの周辺の模様が古いペンキが

はげたようになる。毒。

ニジキベニハツ5

燃 コ′″― sP

RTMFU252;夏～秋。広葉樹林内地上に単
生する。ニシキタケより黄色味がうすい。

アンズタケ科

アンズタケ

G“だレ ′ん6αム
",ぉ
Fr.

Rn唖「U174;こ のキノコはラッパ形でひだ
はしわ状である。美味 しいキノコと言われて

いるが、多 く採れないので筆者らはまだ食べ

たことがない。標本にするのがやっとなので、

一度食べてみたいと思 う。

クロラッパタケ

crarttθJJA c“四″″αルS(L.:Fr.)Pers.

RTrU166;名 前のとお り黒いラッパ状～
じょうご形。石づきまで筒になっている。フ

ランス料理に使われ、 ミズナラ樹下によく見

られる。食用。

カレエダタケ科

ハイイロカレエダタケ

C′auぼ力"顔
豆da(Fr.)SchrOet.

RTMFU389;。 高さ9.5cm、 幅8.5cm、 大
さ0.5cm。 4～ 6回枝分かれする先端は鹿角

状。灰褐色。 トドマツ林内地上、単生。

ウスタケ

ラッパタケ科

a″ゅレs′
“"¨
 (SchW.)Sing.

RTMFU302;夏～秋。 トドマツ林内地上に
単生又は菌輪を描くなどして群生する。

ウロコタケ科

ウロコオクパタケ

&豆α″α滅″″″″滋ιa(Fr.)Nobles

RTMFU9;ト ドマツの枯れ枝に自くペソキ
を塗ったように広がる。材の白腐れをおこす。

チャウロコタケ

srα″20統 α (Bl.et Nees)Fr.
RTMFU242;茶褐色～オ レンジ褐色で うす
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い団扇形。柄を中心に環紋がある。重生する

が横に並ぶことが多い。不食。

ハナビラタケ科

ハナビラタケ

Sい ヽ所ウ Wulf.:Fr.
RTMFU146,151,331;夏 。針葉樹の根元に

生える直径311cmぐ らいの球状キノコ。美味

しい。主にカラマツの切株に白いカリフラワー

のようになっている。

カノシタ科

カノシタ

ffu・″ ″̈ L..Fr.

RTMFU158;肌色のもろいキノコだが下面
には針がぶら下がる垂生。ゆでるともろさは

なく美味 しい。

イポタケ科

チャハリタケ

=ノ"グ
ル″ εω鈴″′

“
の
“
(Pers. ex Schw。 )

Banker

RTMFU340;ヒ ダのかわ りに針 が あ る不正

円形でややロー ト状。針葉樹林内地上に群生

する。

コウタケ

S″m動にぉ″燃  (Berk.)S.Ito
RTMFU300;漏斗状アサガオ形上面には大
きなささくれをつけ、強い香 りがある。少 し

苦味があるが(そ こが美味 しく炊き込みご飯

にするという人もいる。松林。

シシタケ

S`“M“ F""山  (L.:Fr.)Karst.
RTMFU275;コ ウタケに似 るが、中央のヘ

こみは浅い。

ケロウジ

S…
…

   (Fr.)Karst.

RTMFU149;カ サは不正円形で茶褐色、下
面にヒダはなく、針がぶら下がり暗茶褐色。

苦 くて不食。

イボタケ

7ゐ′′切勁9η 勧 ダガs Fr.

R[恥

『

U102;こ のキノコの仲間に食用キノ

晋・佐藤雅彦

コはないが、漏斗を重ねた形であまり目立た

ない。

ニンギョウタケモドキ科

ニソギョウタケ

″物¨′仏 ω′い  (Alb.et Schw.:Fr.)

Kotl. et Pouz.

RTMFU159,3∞ ;秋。針葉樹林地上にキノ
コらしくない不整形で、ヒダのないキノコ。

縁は波打つことが多い。食用。

多孔苗科

アラゲカワラタケ

αガαぉ ″山   (Wur.:Fr.)Ou61.

RTMFU106、 233;広葉樹枯木上に重生～群

生する。カワラタケに似るが、淡灰色で灰色

粗毛に覆われる。中形のキノコ。

カワラタケ

αガ

“

聡 υ″疵が″ (L.:Fr.)Qu61.

RTMFU181;夏～秋。一年生。広葉樹材上。
まれに針葉樹に重生～群生する。管孔の白い

うちは薬用となる。

ヒトクチタケ

0ッ″ρ

""6 td鷺

油応 (Peck)Shear

RTMFUl14;春～夏。 トドマツ倒木上に散
生する。ハマグリ形。まれにしか見られない。

辺材の自腐れをおこす。

チャミダレアミタケ

物 が S Op2/ZOSa(Bolt.:Fr.)SchrOet,

RTMFU137;夏～秋。一年生。広葉樹枯木
に重生～群生する。成長中の管孔に触れると

淡赤褐色に変色する。

チャカイガラタケ

D“滋ル●psis h∞′″ (Bull.:Fr.)Bond.et
Sing.

RTMFU291;広葉樹枯木に重生する。カイ
ガラタケの仲間は管孔でなくヒダがある。

ツリガネタケ

島″ Sノ物
"が
な (L.:Fr.)Fr.

RTMFU10;多年生 (小形)。 カバノキ属、
ハンノキ属枯木に多数群生する。小径木では

3～ 4年で倒れる。大形ツリガネタケは主に
エゾイタヤに単生する。
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ツガサルノコシカケ               0り ,卸疇″″′′燃  (Schum.:Fr.)Donk
物 わ″ S"COl。 (Swartz:Fr.)Karst.     RTMFU62;広 葉樹 (特にエゾイタヤ)樹幹
RTMFU6,7;多年生。針、広葉樹どちらに    上。白色～淡灰白色だがコケが生えて緑色に
も出るが、ケヤマハンノキ、カンパ属に多く    なるものもある。白色腐朽。
見られる。材の褐色腐朽。            カイメンタケ

ニオイアミタケ                    物 ダハ 卸物函ガ′ガJ(Fr)Pat.
αα″″筋脇

“

餞 詢脇 (Fr.)Imaz.       RTLIIFU89,249;夏 ～ 秋 。 一 年 生。 針 葉 樹

Rη

『

U72;多年生。針葉樹腐朽が進んだ切    の根株に出る腐朽菌。褐色腐朽。
株。倒木上に単生 し、芳香がある。褐色腐朽。   オツネンタケモ ドキ
キカイガラタケ                  Rめ な策″お レ″%西s(Fr.)Karst

GJ“″

"筋
物 拗グ
“
磁π (Wur.:Fr.)Karst.   RTMFU196;春 ～秋。暗褐色で中央がへこ

RTNIFU190;夏～秋。一～二年生。針葉樹    む。朽木上に単生する。なめし皮のようにか
材上。 日の当たる所に単生～重生する。褐色    たい。
腐朽。                    キァシグロタケ

アカゾメタケ?                  ParyparJ6凛 ガぉ (Pers.:Fr.)Karst.

施

"幼
げZS η″′m(Pers.:Fr.)Karst.7      RTMFU240,288;夏 ～秋。一年生。広葉樹

‐    RTWU232;広 葉樹や トドマツ落枝上に半    落枝上。アシグロタケほど大きくならない。
背着する。表面は淡赤褐色だが赤紫色に変色    白色腐朽菌。
する。白色腐朽菌。               ハチノスタケ

ー   レンガタケ                   Rゥ 麟 ″凛″a油
“
(DC.ex Fr.)Bond.et

‐   π″
“
滋源″
“
グ閤雇所 s(Murr.)Ryv.       Sing.

RTMFU120;夏～秋。一年生。針葉樹根株    RTLIFU26,56,57,110,269;夏 ～秋。ヤ
ー    に単生～重生する。幼菌は白いが成菌になる    マグワ、ホウノキ、 トドマツ等に単生～群生
:    とレンガ色になる。白色腐朽菌。         する。材の白色腐朽をおこす。

ウスパタケ                   シロハヵヮラタケ7

″″″′α磁お Fr.                7だ 訪α,物
“
グ銘r勧晩 (Berk.)Lnaz.7

Rn旺U234,355;夏～秋。エゾイタヤ等枯    Rrm『 U298;夏～秋。一年生。広葉樹枯木、
木・倒木上に群生する。              倒木上に多数重生する。柄はほとんどない。

カイガラタケ                   白色腐朽菌。

ルれど′ゐ ″ ″37a(L.:Fr.)Fr.           ウスバシハイタケ
RTMFU381;春 ～ 秋 。 一 年 生 。 管 子しで な く   η c勉″″

“

メ漁 別 ぼο′

“

物  (Fr.)Ryvarden
l    ヒダのあるサルノコシカケ主に広葉樹に群生    Rfmぼ U65;夏～秋。 トドマツ枯木・倒木上

する。白色腐朽。                 に群生する。

トンピマイタケ

ー   M″ ″′お g―   (Pers.:Fr.)Karst.            マンネンタケ科
R「n″U315;夏 ～秋。広葉樹根元にマイタ   ツガノマンネンタケ7

1    ケと同様に出るが、カサは大きく、 トビ色を   α拗勉笏″ 戯cSttπ Boudier7
1    している幼菌は食用。              RTLIIFU53,379;夏 一年生。針葉樹おもに

1   オシロイタケ                   カラマツの切株で多く見られる。雨になれる

1   0焼αフお ′′力d…  (Fr.)Gilbn et Ryv。    と光沢が出る。薬用。
I   RTMFU297;広 葉樹主にヤナギ枯木上に白   コフキサルノコシカケ
ー    く単生する。芳香のあるキノコ。        E′ 力j4″αα″

`α

″″ (Pers.)Karst.
:   シロサルノコシカケ                 Rη

『

U64,188,189;多年生。春から秋まで

21
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成長し、成長期に出た胞子は舞い上がリカサ    のもある。
が茶色になる。                 カバノニセホクチタケ

9

PLJ′′掛 ′
“
″

`″

ハ (Fr.)Bourd.et G」z.9

ミヤマ トンピマイ科         RTMFU3;ダ ケカンパの枯木にカサを作ら

ミヤマトンピマイ                 ず、灰褐色の粘土を付けた感じのキノョがで

&商b7晟a潔閉ね
“
(Q“1.)Sing.        る。ルーペで見ると管孔がある。

RTMFU376,380;;夏一年生。針葉樹、切   チャアナタケモドキ9

株、枯木根元に出る大形キノコ。        P″ 働い ″渇燿お (Fr.)Pilat9

RTNIFU59,81,202;多年生。広葉樹の構木、

タバコウロコタケ科          倒木上に広がり、材の白色腐朽を起こす。

カバアナタケ                  サクラサルノコシカケ9

-α
昴′F" (Fr.)Aoshi            nttJ′ fκぉ 力め″αJο路  (Baumg.)Niemela

RTMFU60,399;5月 から子実体ができるが、    RTMFU13;多 年生。桜枯木上にカサを作ら
ダケカンバなどの樹皮下に背着するので見つ    ず、全背着性で広がる。管孔が垂直になるた
けづらい。菌核は黒く大きくなるので見つけ    めか雨の当たらない面につく。
やすい。

ミヤベオオウロコタケ                      ツチグリ科

〃ン物物α力πセ jガ五醸
“
Lloyd           ツチグリ

RTMFU273,377,378;子 実体は半背着性。   4働 留
“
″♂″″屁お MOrgan

1/3位はカサを作り、2/3は背着し、重生する。    RTMFU25;球 形の袋を包んでいる外皮はト

暗茶褐色の薄いキノコ。利尻町森林公園では    12片に裂けて開き、白い地を網目模様にして
広葉樹のほか トドマツにも着生していた。     飾る。この胞子は血止めになる。
アカウロコタケ9

夏″臨αた″ 20Zgaor″ (Fr.)Cke.9              ニセショウロ科
RTNIFU141;ト ドマツの細い立木や切られ   ヒメカタショウロ

た枝に、全背着性で赤く張り付く。       W"M笏 ″
“
グ赫 Ehrenb.

ヵヮゥソタヶ                  RTMFU254;夏 ～秋。明るい広葉樹林内地

い ″励   (Lloyd)Inlazeki.        上で落葉の少ないところに散生している。
RTMFU55,320;広葉樹、針葉樹立ち木に生

える小形の一年生サルノコシカケ。表面に細          ホコリタケ科

毛を塗布する。                 シパフダンゴダケ

ニセカイメンタケ                肋 ダαノ励 α PerS.

0″α′″ゅ′ο餡 (Fr.)Karst.          RTMFU153,171;夏 ～秋。草地や芝生上に
RTMFU108;針葉樹の根に寄生し、自色孔    散生する。ホコリタケと間違って食べ腹痛と
腐れをおこす。黄褐色でうちわ形が多い。     下痢でひどい目に会ったことがある。
ネンドタケ                   アラゲホコリタケモドキ

ル ′′J″sが′a疇 (SChW.:Fr.)Pat.        珈 ″翻
“
″ゴjαJ=輛 PeCk

RTNIFU217;広葉樹枯木に重生、群生する。    Rη ttU237;夏～秋。アラゲホコリタケと
黄土色したザラザラしたサルノヨシカケ。     似ているが毛が短い。胞子を見るとよく分か
キコプタヶ                  る。

2″〃燃 セガαガお (L.:Fr.)Qu61.           ホヨリタケ

RTMFU5,63;多年生。広葉樹に多く見られ、   あ
“
″渤
“
″滋詢麟 Pers.

形態的にも変異が多い。幅50cm位になるも    RTMFU154,274;夏 ～秋。林内道端などに
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群生する。球形の頭部の下には長い柄がある。

幼時は食用。

チビホコリタケ

均陶 爾́ねに力ぼ′′″
“
Batsch:Pers.

RTMFU357;夏～秋。小形でホヨリタケの
様な柄はない。球形。

タヌキノチャブクロ

"″
渤
"カ
ガ睦 Schaeff.:Pers.

RTMFU130,353;夏 ～秋。朽木上や林内地
上に群生する。幼菌は食用だがよく確かめて

食べる方がよい。

スッポンタケ科

マクキヌガサタケ

'ご
ル″
“
αぬヴゴ
“
ra「Isch.

RTMFU266,284;秋 。幼菌は白い玉子状。
悪臭があり、スカート〈菌網)と柄は食用。
キヌガサタケはロングスカー ト状で白いが、

本種はミニスカート状である。

キツネノロウソク

M″′
“
a"摩 (Pe、.)Fr.

RTMFU125;初夏～秋。林内地上の落葉上
に夜明けと同時に散生するが、午前中で倒れ

てしまう。淡赤色の柄に頭部は赤いが、暗茶

褐色のグレバをつけ、悪臭がする。

キクラゲ科

アラゲキクラゲ

カ肩馘薇α〃ノガ滋  (Mont.)Sacc.
RTLIFU268;子 実体は平形からしゃもじ形。

茶褐色から帯紫暗茶褐色。外面には灰色の細

毛あり。 トドマツ枯れ木および広葉樹倒木上
に多く単生～群生する。

ヒメキクラゲ科

ヒメキクラゲ

闘 ″aゴ
ー
M Fr.

RTMFUl,19;秋～春。広葉樹朽木、落ち
枝上に黒くプリン状に群生する。乾くと黒い

紙を巻いたようになり、凍結しても春解ける

と取って食べることができる。

ニカヮハリタケ

′

―

♂″物的物 (SCop.:Fr.)Karst.

RTMFU384;夏～秋。針葉樹倒木、切株、
落ち枝など腐朽の進んだ木にでる。ヒラタケ

形で下面に針がある。灰色形と白色形がある。

アカキクラゲ科

ニカワホウキタケ

carara Js霊3(Peぉ .:Fr.)Fr.

R― U385;オ レンジ色のホウキタケでニ
カワ質。針葉樹の落枝、切株などに出る。量

的には多くとれないが、乾しておいて鍋物に

入れるとおいしい。

ハナビラダクリオキン7

Dπり
"り
″s A7J紹油る (Schw。 )Burt.7

RTMFU42;春～秋。針葉樹切株にオレンジ
色で脳みそ状になる。 1～ 5cmでゼラチン

質。食毒不明。

キイロヒメボタンタケ キチャワンタケ
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オストロパ科

キイロヒメボタンタケ

ツ7開ψ  le鮮

…

  (Berk.et Br.)Phill.

RTMFU207;子実体は黄色のビーズを並べ
たようだ。湧水の中に埋もれた木に出る。春。

テングノメシガイ科

カベンタケモドキ

圃 ●載oづ物″gノ″ヴs(Pk.)Kor et Rogers

RTMFU309,348;夏 ～秋。鮮黄色で林内に

散生する。カベンタケと外観は同じだが、子

のう胞子が長卵形、無色で油球を12個含む。

表面に小さなイポがある。7.5～ 10× 3.2～5

μ。子のうは95～120× 5～7.5μ 。

ヘラタケ7

S″ЙJ"α ′ωビル Pers.:Fr.7
RTMFUl17;カ ラマツ林地上でよく見 られ
る。ヘラの形をしているのです ぐ分かる。不

食。

キンカクキン科

キポリア アメンタケア′

Cj洸だα′爾翻幽瞑η (BalЫ s)Fucke1 7

RTMFU8,2∞ ;春。雪の下でケヤマハンノ
キの尾状花が落ちたものに散生する柄の長い

チャワンタケ。小形。食毒不明。

ヒナノチャワンタケ科
6

ラクネルルラ ウィルコンミイ7

ル
"bヴ
′″α,И′′々α鵬だf(Hartig)Dends 7

RTMFUll:春～秋。 トドマツ、ハイマツの
枝が切られて 1～ 2年 目に群生する鮮黄色の

小形菌。

ズキンタケ科

ムラサキゴムタケ

A駆
“
り膨 ryJ面協

"(Tul.)Korf
Rηぼ U364;夏 ～秋。腐朽の進んだ倒木に

淡紫色の皿形で小形のキノコが群生する。

モエギビョウタケ

asレ ::α ジ″ ″ (Q“1.)Carp.
RTl嘔「U369;夏 ～秋。広葉樹倒木や落枝に

群生する。鮮黄色で超小形で美 しい。

ロクショウグサレキンモドキ7

Cた′αりご赫 αα

“

溜2Sσ
`“

S(Nyl.)Kanouse
ex Raln.et al.7

RTMFU180;秋。青緑色のキノコが同色の
朽木から偏心性となって群生する。

ミズベノニセズキンタケ

ー iOJra dω蔭 (Alb.et Schw.:Fr。 )Dennis

Rη″ U66;春～夏。湧水に浸る草類の憚に

淡灰色の小形のキノコが散生する。

クロチャワンタケ科

エナガクロチャワンタケ

P′ご扇 a協酪″7″″Korf

RTMFU205;春、雪の下で埋 もれた トドマ
ツの落枝に散生～束生する小形の黒いキノコ。

不食。

ニセクロチャワンタケ

′拗¨メ″″ ′″′″″ (Fr.)Sacc.

RTMFU206;春。雪の下で トドマツの落枝
より束生する小形のキノコ。椀の内側は灰色

で柄がある。

クロチャワンタケ

P勁 メ
“
fαだα″′ブra(Pers.)Fuckel

RTMFU14,44;春。雪の下で針葉樹林地上
落葉または小石の周りに群生する柄がないキ

ノ コ。

ベニチャワンタケ科

マツノコペニサラタケ7

Prを脇 υ西♂百s Fucke17

RTMFU12,198,204;春。雪の下で トドマ
ツ落枝上に雪解け水をたっぷり含んで成長 し

ている。

ベニチャワンタケ

S″ηェγ́物 面 ″α (S.F.Gray)Lamb.

RTMFU4,18,195;春 。雪解けと同時に真赤
な色で大きくなっている。広葉樹朽木上に散

生する。

ノポ リリュウタケ科

フクロシ トネタケ6

'頭
″

"盛
Fr.6

RTMFU23;春～初夏。アカエゾマツ、 トド
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マツ腐朽木切株に単生～群生する。

ナガエノチャワンタケ
7

“

′′″′″ ″αc70″S(Pers.:Fr.)Karst.var.

…
パ

RTl嘔卜U262;夏 ～秋。灰色の杯に細い柄が

ある感じだ。

アミガサタケ科

トガリアミガサタケ

ブ続 ル〃αω″
“
Pers.

Rnぼ U30,43,111;春。アミガサダケは頭
部が丸いが、このキノコは頭部がとがってい

る美味 しいキノコだ。

アシポソアミガサダケ

ルわπ力″′々 ル″ごο‐ Fr.

RTMFU24,31,47,50;ア ミガサタケ類は桜
の花が咲 くころから取れ、汁物、油炒めに入

れるとおいしい。見た日は気持ち悪いが、子

供の頃から食べている人にとっては美味 しく

見える。同時期に出るシャグマアミガサタケ

は死ぬこともある毒キノコなので間違わない

こと。

チャアミガサタケ7

Mοたカグ′α′scz′
"Jα
(L.:Fr.)Pers.var.

赫 燿2(Boud.)Lnai7

RTLIFU34;頭部は丸 く黒ずんでいる。ヤチ
ダモ林内に見ることができる。食用。

チヤワンタケ科

カバイロチャワンタケ7

物 JJa CtジレdC(Sehw.)LeGAL7
RTMFU244:チ ャワンタケというが皿 タケ
といった感 じ。キノコ眼でないと見えないキ

ノコだ。ハ リギリ朽木上。

モリノチャワンタケ

ル″zα ´
"渤
物銘sS Boud.

RTNIIFU126;夏 ～秋。倒木上や太い立木の

根元に群生 し、直径28cmになる。肉はもろ
い 。

オオチャワンタケ

ル zF″ ″,α′οtt Bull

RTMFU161,209;初 夏～夏。腐餞の進んだ
材や捨てられた畳などに群生する。毒はない

が美味 しくない。

エナガクロチャワンタケ

H●dttα 燿物
"ル
rarガ Korf

RTMFU205;春。雪の下で針葉樹の落ち枝
に出ている真黒いチャワンタケ。

ピロネマキン科

ヒイロチャワンタケ

A′attα ″物がα (Fr.)Fuckel

RTMFU182;夏～秋。山の斜面を切 りくず
したところに群生する。オレンジ色で柄のな

いキノコ。

キチャワンタケ
7

Cと″οェッ″
"ノ
7椰   (Pers.)Boud.7

RTMFU52,187;春～初夏。針葉樹林地上に

単生する。鮮黄色で外側に緑色を帯びるチャ

ワンタケ。

シロスズメノワン7

鳳
"“
商 ル″ s,物西

“
(Weggers:Fr.)

Fucke1 7

RTNIFU97;夏～秋。腐朽の進んだ倒木や腐
植土上に単生～散生する。 この椀でスズメが

食事するのを見たいものだ。

アラゲコベニチャワンタケ

S磁グ腱 α
“
だグ′″α (L.)Lambotte

R劉嘔ru61,77,361;春 ～秋。朽木、埋 もれ

木などに出る。小さな皿形で赤いからす ぐに

目立つ。皿の外周には荒い毛がある。

タルゼッタ カティヌス
Tα7Zグra Ca′ブ燿ィs(Holmsk.: Fr.)Korf et

Rogers3

RTNIFU235;夏 。針葉樹林地上に散生する。

椀の底に子しがあるのが特徴。

バッカクキン科
5

オオセミタケ7

haw、 ヵグの 蒻 α Kobayasi7
RTMFU281;カ ラマツ広葉樹、混交林内地
中。 コエゾゼ ミの頭部より生 じる。高さ0.9

cm、 太さ1.3cmの球形で帯灰暗茶褐色。 白

い柄に茶色の頭をもつ。上川よりも島の方が

多 くの冬虫夏草が見られる。見つけたのは島

の人たちだった。
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